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編集後記
　
　『総合文化研究』の編集長は本研究所所員の教員がもちまわりで担当していて、編集長
がその年の特集論文のテーマを決めている。数年前にも一度お声をかけていただいたが、
学内の他の雑誌編集の仕事を複数抱えていて断ってしまったことがあったので、次にお声
がかかった時には引き受けなければと思っていた。そしてその頃から、もし自分が編集長
を担当して特集論文のテーマを決めることになったら「夜」をテーマにしたいと思ってい
た。個人的な話になるが、十代の終わり頃に読んだある本のエピグラフ「明日があると思
えなければ／子供ら夜になっても遊びつづけろ！」（堀川正美）に触れたのがおそらくとっ
かかりで、その後の長く暗く寒い夜の時期を過ごす中、この時代そのもの、この世界その
ものを夜だと感受しその夜を生きてきた者たちの存在にぼくは巡り会い、その感性に震え
てきた。そのような、世界の夜と自らの闇を見つめることができる者たち、そして「いま
だ夜は深けれど」（サン・フアン・デ・ラ・クルス）その果てに「朝顔（英訳 Morning Glory）」

（加賀千代女）の花開くのを待つ夢想家ないし廃人たちこそ、瀰漫するエレクトリックな
明るさで糜爛し続けるこの時代に求められるのではないかと感じていた。加えて、学生時
代に出会い衝撃を受けながらずっと紹介できずにいた夭折の詩人ハン・マック・トゥーと
彼が描く奇異な月夜のことを書いてみたい、書かなければいけないと思っていた。このよ
うに数年前から考えていたことを、今回、編集長を拝命したことで、勝手ながらやらせて
いただいた次第である。このベトナム詩人を同じく夭折したジョン・キーツと並べる批評
家もいるが、今回奇しくもそのキーツの言葉「夜はやさし」を題名に取ったフィッツジェ
ラルドの小説の論考を特集論文としてご寄稿いただけたことはたいへんありがたいことだ
った。投稿希望の先生がたは他にも多くいたが、皆お忙しく、今回は特集論文二本と自由
論文二本ということになった。業務多忙な中、ない時間を割いて、論文の他、自著紹介や
活動報告等の原稿をお寄せいただきご協力いただいた皆さんに感謝したい。そして、実際
の具体的な編集作業を引き受けてくれた総合文化研究所スタッフの大学院生の皆さんに対
し、ここにお礼を申し上げる。

（野平宗弘）
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